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■目的
作業開始直前に一呼吸（深呼吸）して、一人危険予知（ＫＹ）を行い、自問自答

することで、ケガの予防、作業ミス・ヒューマンエラーの防止といった、危険の

芽の摘み取りへの効果を期待。

■活動内容
・協力企業の作業員および当社社員を対象に、「一人ＫＹ支援シート」を着替え

場所（入退域管理棟および免震重要棟内）に設置。着替え時にタイベックの袖に

各自で貼り付け、作業前のミーティングで行う危険予知（ＴＢＭ－ＫＹ）後、

個々人が作業の開始直前に「一人危険予知」を行うことで、「自分の身は自分で

守る」意識を持つ。

・加えて、作業中の「うっかりミス」が多くなってきていることから、各作業員に

対して注意喚起ができるよう、元請けと当社が一体となった取り組みとして、

「人身災害撲滅タスク」を設置。



＜参考＞一人ＫＹ支援シート（見本）


